











ミング増殖因子{3-l （以下 TGF/3 -1）は 1週で高度
に発現したが， 2逓では著明に減少し， 3週以後は認
められなかった。一方，堪基性稼維芽細抱増殖因子
〈以下 bFGF）は， 1遍から 4逓まで継続して観察さ
れ， 2遅で最大値となったoIn situハイブリダイゼー
ションの結果辻， I聖および盟型プロコラーゲンの
mRNA は，ともに 1週から 4週まで継続して観察さ






伝達系が存在している。 RalBPl結合蛋白雲 POBl 














































9. Chronic electroconvulsive shock decreases (±} 
1・（4・iodo・2,5・dimethoxyphenyl)-2・aminopropane
hydrochloride {001)-induced wet-dog shake behav-













































10. Effect of lithium carbonate on the enhancement 




















11. On site of grayanotoxin in domain 4 segment 6 






















12. Microsatellite instability in squamous cell carci-






























2時間車樺， SBP, DBP, B斑I，総コレステロール，
トリグリセライド，ムPWVが有意に高値であった。
糖尿痛群では笠録時，年齢， FPG，高血圧， BMIが
